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愛知万博シンガポール館で展示された生薬に関する考察（2）
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「目的」前回、愛知万博(2005)のシンガポール館ならびにブータン館で展示された
生薬について、生薬名、基原、用法に基づいて分類、整理し報告したが、発表後、
誤りや方法について指摘を受けた。そこで今回、展示生薬を正確に把握する目的
で、生薬の同定と分類について厳密に再検討した。このうちシンガポール館の展
示内容及び方法について報告する。 
「方法」同館から譲り受けた生薬約 250 点について、名称のあるものは性状と中
薬大辞典の記載から基原を類推し同定した。名称のないものは性状から一般的生
薬名を明らかにし基原を類推した。生薬名と基原を明らかにしたものについては
薬効・異名等を文献調査した。展示方法については、レイアウトや大きさ、様式
をまとめた。 
「結果」検討した展示品 250点は中国医学の医薬品および生薬（中薬）で、（上海
科学技術出版社、小学館編）中薬大辞典による植物薬１９５点、動物薬９点、鉱
物薬４点、さらに加工製造品４点であり、一般的家庭が用いる食品が９点、名称
記載が不確実であり生薬名の同定不能が９点であった。また、生薬名の同定はで
きたが名称が中薬大辞典になくシンガポールでの通称名と思われる物、例えば葱
白は風葱干、穀精子は谷精子、鶏子殻は鶏旦壳など７３点あった。 
「考察」同博覧会の外国館における医薬品展示は、薬学専門家が担当したものが
皆無で一般見学者に十分な情報が伝わっているとは言い難く、同館でも生薬名の
無記載が目立ち、修正さえできない状況にあったと考えられた。一方で同館の展
示は同国で流通する生薬の展示自体に意義があり、中薬としての展示でもなく、
取引対象としての展示でもないと推測された。また展示スタイルとして見られた
身の丈以上の高さ、かつ手にとれる生薬の配置は、同国における生薬の圧倒的存
在感の誇示とも解釈でき十分成功を収めたと言える。それだけに専門家の配置が
あればさらに多くの情報提示が可能であったと考える。 


